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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルフドリリングウォールアンカー装置において、
　ネジ部品であって、シャンク、該シャンクの一端に設けられたネジ頭、該シャンクの他
端に形成された嵌合部、及び、該シャンク上にらせん状に設けられると共に該ネジ頭と該
嵌合部の間に介在する第１ネジ部と第２ネジ部を有し、該第１ネジ部と該第２ネジ部は異
なる外径を呈するように設置される、上記ネジ部品と、
　位置決めスリーブであって、本体、該本体内部に形成された貫通孔、該本体上に設けら
れたネジ部、及び、該本体上に設けられると共に、該ネジ部の方向と反対の方向の変形部
を具え、該本体上に、第１端と第２端が形成され、且つ該第１端と第２端と該貫通孔は連
通し、該貫通孔は、順に、該第１端に近い第１エリア、該第１エリアに接続された第２エ
リア、該第２エリアに接続されると共に該第２端に近い第３エリアを具え、該第１エリア
、該第２エリア、該第３エリアはそれぞれ異なる直径を有し、且つ該第２エリアの直径は
、該第１ネジ部の外径より大きく、且つ該第２ネジ部の外径より小さく、該第３エリアの
直径は、該第２ネジ部の外径より大きく、該ネジ部は該第２端に近い位置に設けられ、且
つ該ネジ部と該第２端の間にブロック部が設けられ、該変形部には複数の溝孔が開設され
る、上記位置決めスリーブと、
　ドリルヘッドであって、ドリル切刃、及び該ドリル切刃と反対の方向に設けられて該嵌
合部の固定に供される嵌め孔を具えた、上記ドリルヘッドと、
　を包含することを特徴とする、セルフドリリングウォールアンカー装置。
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【請求項２】
　請求項１記載のセルフドリリングウォールアンカー装置において、該第１ネジ部の外径
は該第２ネジ部の外径より小さく、且つ該第１ネジ部の外径は該嵌合部の外径より大きく
、該第３エリアの直径は該第２エリアの直径より大きく、且つ該第２エリアの直径は該第
１エリアの直径より大きいことを特徴とする、セルフドリリングウォールアンカー装置。
【請求項３】
　請求項１又は２記載のセルフドリリングウォールアンカー装置において、該ブロック部
の外径は、該本体の直径より大きいことを特徴とする、セルフドリリングウォールアンカ
ー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一種のウォールアンカー装置に係り、特に一種のセルフドリリングウォールア
ンカー装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１、図２を参照されたい。周知のセルフドリリングウォールアンカー装置１は、ネジ
部品１１、該ネジ部品１１が通される位置決めスリーブ１２、及び該ネジ部品１１と接合
されるドリルヘッド１３で構成される。そのうち、該ネジ部品１１は金属材料で製造され
、シャンク１１１、該シャンク１１１の一端に設けられるネジ頭１１２、該シャンク１１
１の他端に形成された嵌合部１１３、及び該シャンク１１１の外周に設けられたネジ山１
１４を具え、該ネジ山１１４は外径ａ１を具え、且つ該外径ａ１は該嵌合部１１３の外径
ａ２より大きい。
【０００３】
　前述したことに続き、該位置決めスリーブ１２はプラスチック材料で製造され、該位置
決めスリーブ１２は本体１２１、該本体１２１内部に形成された貫通孔１２２、該本体１
２１上に設けられたネジ部１２３、及び該本体１２１上に設けられると共に該ネジ部１２
３と反対の方向の変形部１２４を具える。そのうち、該本体１２１に第１端１２１１と第
２端１２１２が形成され、且つ該第１端１２１１、第２端１２１２及び該貫通孔１２２は
互いに連通し、また該ネジ部１２３は該第２端１２１２の近隣の位置に設けられ、及び、
該第２端１２１２上にブロック部１２３１が設けられ、別に該変形部１２４に複数の溝孔
１２４１が開設される。さらに、該貫通孔１２２は、該第１端１２１１に近い第１エリア
１２２１、及び該第１エリア１２２１に接続され且つ該第２端に近い第２エリア１２２２
を順に具え、前述の該第２エリアは直径ｂ２を有し、それは該第１エリアの直径ｂ１より
大きく、これにより該ネジ部品１１が該貫通孔１２２に通される時に、該第１エリア１２
２１に該嵌合部１１３の設置に供され、該第２エリア１２２２は、該ネジ山１１４の設置
に供され、且つ該第２エリアの直径ｂ２は、ネジ山の外径ａ１より大きく、該ネジ山の外
径ａ１は該第１エリアの直径ｂ１より大きい。
【０００４】
　該ドリルヘッド１３は、金属材料で製造され、それはドリル切刃１３１、及び該ドリル
切刃１３１の方向と反対で且つ該嵌合部１１３の固定に供される嵌め孔１３２を具え、該
嵌め孔１３２は該ネジ部品１１を該ドリルヘッド１３に一体に固定する。こうして、該ネ
ジ部品１１は該位置決めスリーブ１２の貫通孔１２２に通されて、該ネジ山１１４は該第
１エリア１２２１に螺合され、同時に、該嵌合部１１３は該第１端１２１１外に突出し、
その後、さらに該ドリルヘッド１３と固着位置決めされ、こうしてセルフドリリングウォ
ールアンカー装置１の組み立てが完成する。
【０００５】
　図２、図３を参照されたい。使用時に、該ドリルヘッド１３は、石膏物品２上でドリリ
ングし、該位置決めスリーブ１２を該ネジ部品１１の駆動の下で該石膏物品２中に進入さ
せて、該ブロック部１２３１が該石膏物品２に突き当たっても、該ネジ部品１１は続けて
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回転し、このとき、該変形部１２４はねじれた形態を発生し、該変形部１２４がそれ以上
変形しなくなると、該ネジ部品１１はねじ込みを完成し、該ネジ部品１１は強固な位置決
め効果を達成する。
【０００６】
　しかし、実際の使用後に分かったことは、該位置決めスリーブ１２の第２エリアの直径
ｂ２は該ネジ山１１４の外径ａ１より大きく、該ネジ山１１４と該第２エリア１２２２の
間に間隙が形成されるため、該ネジ部品１１が続けて回転し並びに変形部１２４にねじれ
を発生させる過程で、ネジ山１１４は完全には該第２エリア１２２２をブロックしないで
状況で、ねじれた変形部１２４がきわめて容易にネジ山１１４と第２エリア１２２２の間
の間隙内に進入しやすく、並びに該石膏物品２中に進入し、該石膏物品２の一部クラック
を形成し、ゆえに、該ウォールアンカー装置１は、僅かにまだクラックしていない残った
該石膏物品２中に噛み合い、並びに該ブロック部１２３１及びねじれた該変形部１２４に
より突き当たっているにすぎない。ゆえに、該ウォールアンカー装置１の噛合力は大幅に
損なわれるほか、該ウォールアンカー装置１の引張り強さを下げ得るため、改善の必要が
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　これにより、本発明の目的は、セルフドリリングウォールアンカー装置を提供すること
にあり、それはねじれて絡み合い石膏物品中に進入するのを防止し、大幅に該ウォールア
ンカー装置の噛合力と引張り強さをアップするものとする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ゆえに、本発明のセルフドリリングウォールアンカー装置は、ネジ部品、プラスチック
材料で形成され且つ該ネジ部品が通される位置決めスリーブ、及び、該ネジ部品と接合さ
れるドリルヘッドを包含する。そのうち、該ネジ部品は、シャンク、該シャンクの一端に
設けられたネジ頭、該シャンクの他端に形成された嵌合部、及び、該シャンク上にらせん
状に設けられると共に該ネジ頭と該嵌合部の間に介在する第１ネジ部と第２ネジ部を有す
る。前述の第１ネジ部と該第２ネジ部は異なった外径を呈して設置される。前述の第１ネ
ジ部の外径は、該第２ネジ部の外径より小さく、また該第１ネジ部の外径は、該嵌合部の
外径より大きい。また、該位置決めスリーブは、本体、該本体内部に形成された貫通孔、
該本体上に設けられたネジ部、及び、該本体上に設けられると共に、該ネジ部の方向と反
対の方向の変形部を具え、前述の該本体上に、第１端と第２端が形成され、且つ該第１端
と第２端と該貫通孔は連通し、また該ネジ部の該第２端に近い位置、及び該第２端と該ネ
ジ部の間に、ブロック部が設けられ、別に、該変形部に複数の溝孔が開設され、さらに、
該貫通孔は順に、該第１端に近い第１エリア、該第１エリアに接続された第２エリア、及
び、該第２エリアに接続され、且つ該第２端に接近する第３エリアを具え、該第１エリア
、該第２エリア、該第３エリアはそれぞれ異なった直径の設置を具える。前述の第３エリ
アの直径は、該第１エリア、第２エリアの直径より大きく、また、該第２エリアの直径は
、該第１エリアの直径より大きく、さらに、該第２エリアの直径は、該第１ネジ部の外径
より大きく、且つ該第２ネジ部の外径より小さく、該第３エリアの直径は、該第２ネジ部
の外径より大きい。
【発明の効果】
【０００９】
　これにより、該ネジ部が該貫通孔に通されて、該位置決めスリーブに螺合されてドリリ
ングする時、該第２ネジ部は該第２、第３エリア間をブロックして、該位置決めスリーブ
を該ネジ部品の駆動の下で、該石膏物品中にねじ込ませることができ、該ブロック部が該
石膏物品に突き当たる時、該位置決めスリーブの変形部は続いて回転し、これにより、ね
じれた態様は該石膏物品外に集中し、該石膏物品中への進入が防止され、大幅に、該ウォ
ールアンカー装置の噛合力と引張り強さをアップする効果を達成する。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】周知のセルフドリリングウォールアンカー装置の表示図である。
【図２】周知のセルフドリリングウォールアンカー装置の動作表示図である。
【図３】周知のセルフドリリングウォールアンカー装置のもう一つの動作表示図である。
【図４】本発明の好ましい実施例の立体分解図である。
【図５】本発明の好ましい実施例の動作表示図である。
【図６】本発明の好ましい実施例のもう一つの動作表示図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に本発明の技術内容、構造特徴、達成する目的及び作用効果について、以下に例を
挙げ並びに図面を組み合わせて詳細に説明する。
【００１２】
　図４、図５を参照されたい。本発明の好ましい実施例は、ネジ部品４１、プラスチック
材料で形成され且つ該ネジ部品４１が通される位置決めスリーブ４２、及び、該ネジ部品
４１と接合されるドリルヘッド４３で構成される。そのうち、該ネジ部品４１は金属材料
で製造され、該ネジ部品４１はシャンク４１１、該シャンク４１１の一端に設けられたネ
ジ頭４１２、該シャンク４１１の他端に形成された嵌合部４１３、及び、該シャンク４１
１上にらせん状に設けられると共に該ネジ頭４１２と該嵌合部４１３の間に介在する第１
ネジ部４１４と第２ネジ部４１５を有する。そのうち、該第１ネジ部４１４と該第２ネジ
部４１５は、異なる外径を呈するように設置され、本実施例では、該第１ネジ部４１４の
外径Ａ１は、該第２ネジ部４１５の外径Ａ２より小さく、また該第１ネジ部４１４の外径
Ａ１は、該嵌合部４１３の外径Ａ３より大きい。
【００１３】
　該位置決めスリーブ４２はプラスチック材料で製造され、該位置決めスリーブ４２は、
本体４２１、該本体４２１内部に形成された貫通孔４２２、該本体４２１上に設けられた
ネジ部４２３、及び、該本体４２１上に設けられると共に、該ネジ部４２３の方向と反対
の方向の変形部４２４を具えている。そのうち、該本体４２１上に、第１端４２１１と第
２端４２１２が形成され、且つ該第１端４２１１と第２端４２１２と該貫通孔４２２は連
通し、また該ネジ部４２３は該第２端４２１２に近い位置に設けられ、及び、該ネジ部４
２３と該第２端４２１２の間に、外径が該本体４１の直径より大きいブロック部４２３１
が凸設される。また、該変形部４２４には複数の溝孔４２４１が開設される。また、該貫
通孔４２２は順に、該第１端４２１１に近い第１エリア４２２１、該第１エリア４２２１
に接続された第２エリア４２２２、及び、該第２エリア４２２２に接続され、且つ該第２
端４２１２に接近する第３エリア４２２３を具え、該第１エリア４２２１、第２エリア４
２２２、第３エリア４２２３はそれぞれ異なる直径Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３を有する。本実施例
では、前述の第３エリアの直径Ｂ３は、第２エリアの直径Ｂ２より大きく、同時に、該第
２エリアの直径Ｂ２は該第１エリアの直径Ｂ１より大きく、これにより、該ネジ部品４１
が該貫通孔４２２に通される時、該第１エリア４２２１が該嵌合部４１３の設置に供され
、該第２エリア４２２２が該第１ネジ部４１４の設置に供され、且つ該第２エリアの直径
Ｂ２は該第１ネジ部４１４の外径Ａ１より大きく、且つ該第２ネジ部４１５の外径Ａ２よ
り小さく、該第３エリア４２２３の直径Ｂ３は該第２ネジ部４１５の外径より大きい。
【００１４】
　さらに、該ドリルヘッド４３は金属材料で製造され、該ドリルヘッド４３は、ドリル切
刃４３１、及び該ドリル切刃４３１の方向と反対であり且つ該嵌合部の固定に供される嵌
め孔４３２を具え、これにより、該ネジ部品４１と位置決めスリーブ４２が接合されて一
体とされる。
【００１５】
　図５を参照されたい。使用時に、該ドリルヘッド４３が石膏物品５に接触しドリリング
する時、該位置決めスリーブ４２は該ネジ部品４１の駆動の下で、該石膏物品５中にねじ
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込まれ、該ブロック部４２３１が該石膏物品５に突き当たると、該ネジ部品４１の持続回
転により、該変形部４２４はねじれた形態を形成し、該変形部４２４がねじれの限界まで
達してそれ以上変形しなくなるとき、該ネジ部品４１は位置決めを完成し、これにより、
該ネジ部品４１は強固な位置決め効果を達成する。さらに、該位置決めスリーブ４２の第
２エリアの直径Ｂ２は、該第１ネジ部の外径Ａ１より大きく、且つ該第２ネジ部の外径Ａ
２より小さく、また、該第３エリアの直径Ｂ３は該第２ネジ部の外径Ａ２より大きく、ゆ
えに、該第２ネジ部４１５は該第２エリア４２２２、第３エリア４２２３間をブロックで
き、ゆえに、該第２ネジ部４１５と該第２エリア４２２２の間に間隙を形成せず、これに
より、該変形部４２４は、該石膏物品５外において集中してねじれ、ゆえに変形部が該第
２ネジ部４１５と該第２エリア４２２２の間、或いは該石膏物品５内に進入する状況が発
生せず、すなわち、図６の矢印に示されるとおりであり、ゆえに、該石膏物品５は確実に
該ブロック部４２３１及びねじれた該変形部４２４に突き当たり、大幅に該ウォールアン
カー装置４の噛合力がアップされるほか、有効に該ウォールアンカー装置４の引張り強さ
が増加される。
【００１６】
　以上をまとめると、本発明は該ネジ部品が異なる外径の第１、第２ネジ部を有し、及び
位置決めスリーブ内の貫通孔が、順に接続されて且つ異なる直径の第１エリア、第２エリ
ア及び第３エリアを有し、ゆえに、該第１、第２ネジ部の外径と該第１、第２エリアの直
径の相互関係を利用し、該ネジ部が該位置決めスリーブにねじ込まれてドリリングを行う
時、該第２ネジ部が該第２、第３エリア間をブロックし、これにより、ねじれた該変形部
が該石膏物品外に有効に集中し、さらにねじれて該石膏物品内に進入することが防止され
、大幅に該ウォールアンカー装置の噛合力と引張り強さがアップされ、ゆえに、確実に本
発明の目的が達成される。
【００１７】
　以上は本発明の好ましい実施例の説明に過ぎず、並びに本発明を限定するものではなく
、本発明に提示の精神より逸脱せずに完成されるその他の同等の効果の修飾或いは置換は
、いずれも本発明の権利請求範囲内に属する。
【符号の説明】
【００１８】
　［周知］
　　１　ウォールアンカー装置
　　１１　ネジ部品
　　１２　位置決めスリーブ
　　１３　ドリルヘッド
　　１１１　シャンク
　　１１２　ネジ頭
　　１１３　嵌合部
　　１１４　ネジ山
　　ａ１　ネジ山外径
　　ａ２　嵌合部外径
　　１２１　本体
　　１２２　貫通孔
　　１２３　ネジ部
　　１２４　変形部
　　１２１１　第１端
　　１２１２　第２端
　　１２２１　第１エリア
　　１２２２　第２エリア
　　ｂ１　第１エリア直径
　　ｂ２　第２エリア直径
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　　１３１　ドリル切刃
　　１３２　嵌め孔
　　２　石膏物品
　［本発明］
　　４　ウォールアンカー装置
　　４１　ネジ部品
　　４２　位置決めスリーブ
　　４３　ドリルヘッド
　　４１１　シャンク
　　４１２　ネジ頭
　　４１３　嵌合部
　　４１４　第１ネジ部
　　４１５　第２ネジ部
　　Ａ１　第１ネジ部外径
　　Ａ２　第２ネジ部外径
　　Ａ３　嵌合部外径
　　４２１　本体
　　４２２　貫通孔
　　４２３　ネジ部
　　４２４　変形部
　　４２１１　第１端
　　４２１２　第２端
　　４２３１　ブロック部
　　４２４１　溝孔
　　４２２１　第１エリア
　　４２２２　第２エリア
　　４２２３　第３エリア
　　Ｂ１　第１エリア直径
　　Ｂ２　第２エリア直径
　　Ｂ３　第３エリア直径
　　４３１　ドリル切刃
　　４３２　嵌め孔
　　５　石膏物品
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